
元
祗
滅
後
法
難
記
録
發
見
に
關
し
て

井

川

定

慶

層
、
緒

書

イ
、時

代

の

趨

勢

名

に

し

負

ふ

卆

安

王

朝

の

泰

卒

に

醉

ひ
、歉

界

も

亦

安

逸

を

貪

り

沈

滯
.
に

し

て

世

は

お

し

な

べ

て

眠

れ

り
。

時

に

政

界

は

一
開

展

し

撥

溂

た

る

武

家

の

新

時

代

を

造

り

出

せ

る

鎌

倉

初

期

に

お

い

て
、佛

歡

に

て

は

新

宗

涙

の

興

隆

す

べ
き

氣

運

は

彌

々

熟

し

來

陀

れ

り
。

こ

の

時

に

當

り

元

租

の

念

佛

宗

宣

傳

教

化

は

献

身

的

に

し

て
、且

時

機

相

應

ご

敏

義

の

精

髓

に

心

服

せ

る

門

下

は

臼

熱

的

に

弘

通

せ

し
か

ば

上

御

一
人

を

始

め
奉

り

權

門

勢

家

に

信

仰

を

得

て

宮

中

の

御

出

入

あ

る

ご

同

時

に

他

面

武

家

卒

民

下

賤

に

も

奪

ま

れ

世

を

擧

げ

て

念

佛

宗

の

勢

力

範

圍

こ

な

れ

り
。

こ

れ

を

蓑

望

し

且

は

嫉

妬

心

よ

り

從

來

の

舊

勢

力

を

な

し

だ

佛

教

家

は

念

佛

弘

宣

を

妨

碍

し

進

み

て

迫

害

を

加

へ
、事

に

托

し

て

停

止

の

勅

令

を

仰

ぎ

し

も
、
一
門

は

愈

々

熱

心

に

其

の

念

佛

他

力

易

行

の

宗

風

を

擧

揚

し

盆

々

堅

固

な

る

團

體

を

組

織

し
、そ

の

隆

昌

な

る

到

底

舊

佛

教

の

當

る

こ

こ

ろ

に

あ

ら

す
Q

さ

れ

ば

專

横

な

る

南

都

北

嶺

の

僭

團

何

ぞ

默

々

こ

し

て

看

過

す

可

け

ん

や
○

(37)



彼

等

は

幾

度

か
專

修

念

佛

の

不

法

を

呼

は

り

朝

廷

に

迫

う

て

停

止

の

宣

旨

を

仰

ぎ

し

こ

ビ

一
再

な

ら

す
・

中

に

就

き

て

温

和
・に

濟

み

し

　
J'.
　̂J
も

あ

わ

ご

は

い

へ
、嗷

訴

の

儘

に

停

比

の

宣

下

あ

翁

し

こ

ご

も

度

多

く

る

の

都

度

う

け

た

る

法

難

は

痛

烈

な

る

も

の

な

り

き
o

口
、研

究

の

動

機

予

が

研

究

の

立

場

よ

り

近

年

此

の

種

の

方

面

の

材

料

を

蒐

集

し

て

居

つ

だ

折

も

を

り
、石

井

敏

道

師

が

叡

山

無

動

寺

谷

の

寳

庫

よ

り

二

向

專

修

停

止

事

凱
椚
黷
状
L
な

る

珍

ら

し

い

物

を

持

ち

鶴

ら

れ
、
一
本

を

座

右

に

具

ふ

べ
く

寫

本

さ

る

丶

の

を

手

傳

ひ

が

て

ち

研

究

せ

し

に
、從

來

知

ら

れ

ざ

る

材

料

少

か

ら

ざ

り

し

が

故

に
、興

味

を

持

ち

て

盆

々

研

究

を

進

め

行

く

.凱
ち

に
出

來

上

り

し

も

の

即

ち

此

の

一
文

な

り
。

徇

附

記

す

べ
き

は
、此

の

書

ば

石

井

師

が

無

動

寺

寶

庫

の

目

録

に

て

登

見

し
、庫

主

の

拜

借

方

を

依

頼

ざ

れ

し

ご

き

已

に

大

屋

徳

城

師

が

借

覽

し

屠

ら

れ

し

故

に
、庫

主

の

許

し

を

得

て

更

に

大

屋

師

に

交

渉

し

て

持

ち

蹄

ら

れ

し

も

の

な

り
。

故

に

大

屋

氏

の

如

き

蓋

し

深

き

研

究

も

已

に

出

來

上

り

居

る

な

ら

む

も
、此

の

小

文

を

綴

る

前

へ
師

の

高

説

を

承

む

機

械

を

得

ざ

り

し

事

は

遺

憾

な

b
o左

に
便

宜

上

其

の
條

々

を

抄

録

せ

ん

に
、

延

暦

寺

三

千

大

衆

法
師

等

誠

惶

誠

恐

謹

言

(381



請

被

蒙

天

裁

停

止

一
向

專

修

濫

行

子

細

默

1

一
、不

可

以

彌

陀

念

佛

別

建

宗

事

2

一
、
一
向

專

修

黨

類

向

背

神

明

不
當

事

3

}
、
一
向

專

修

倭

漢

例

不
快

事

4

一
、捨

諸

歡

修

行

而
專

念

彌

陀

佛

廣

行

流

布

時

來

至

事

5

一
、
一
向

專

修

輩

背

經

逆
師

事

6

↑
、可

被

停

止

一
恂

專

修

濫

悪

興

隆

護

國

諸

宗

事

(各

條

下

詳

し

く

説

明

あ

れ

ご
今

は

省

く
)

以

前

條

々
言

上

如

件

(乃

至
)

望

請

恩

哉

被

停

止

一
專

修

興

隆

八
宗

教

行

者

佛

法

王

法

成

萬

歳

之

昌

榮

天

紳

地

紳

致

一
朝

之

靜

謚

衆

徒

等

不

堪

法

滅

之

悲

誠

惶

誠

恐

謹

言

貞

應

三

年

五

月

十

七

日

都

維

那

法

橋

上

人

位

定

奪

寺

主

法

橋

上

人

位

良

印

上

座

法

橋

上

人

位

仁

昇

此

日
被

上

奏

宣

旨

(39)



専

修

念

佛

事

停

廢

宣

下

重

疉

之

上

偸

徇

興

行

之

條

更
非

云
家

之

所

知

食

偏

有

司

之

怠

慢

早

任

先

符

可

被

禁

遏

其

上

於

衆

徒

之

蜂

起

者

宜

令

加

制

止
給

者

依

天

氣

言

上

如

件

信

盛

頓

首

恐

惶

謹

言

六

月

二
十

九

日

左

衞

門

權

佐

信

盛

奉

進

上

天

台

座

主

大

僧

正

御

房

政

所

追

言

上

不

知

實

名

兵

衞

入

道

事
。

不

日
可

被

尋

仰

關

東

之

由

其

沙

汰

候

也

重

頓

首

謹

言

專

修

念

佛

事

勅

答

之

趣

綸

旨

如

此

不

日

可

令

披

露

山

上

給

者

和

術

御

氣

色

如

此

仍

執
達

如

件

六

月

二

十

九

日

權

大

僭

都

執

當

法

印

御

房

被
晶綸

言
一禰

專

修

念

佛

之

行

者

諸

宗

袤

微

之

墓

也
。

因

茲

代

々
之

問

頻

被

降
巌

旨
一殊

所
・加
二禁

遏

也
。

而

頃

年

叉

稱
/有
二興

行
一山

門

令
二訴

申
一之

間

任
昌先

符
一可
〆令
二停

止
一之

由

被
一仰

下
一先

了
。

其

上

且

爲
ゾ禦
一佛

法

之

陵

夷
一且
依
レ優
二衆

徒

之

鬱

訴
一以

謂

根

本

隆

寛

成

覺

室

阿

彌

陀

佛

等

可
γ令
レ虔
二其

身

於

遠

流
一之

由

不

日

所
ゾ被
一宣

下
一也

於
二余

黨
一者

尋
二披

其

在

所
一永

可
・被
・追
却

帝

土
一也

此
上

早

慰
愁

訴
一可
・

(40)



,停
昌蜂

起
一之

旨

不
レ廻
二時

刻
一可
ソ有
二御

下

知
一候

者

綸

言

如
ソ此

釆
少
之

頼

隆

誠

恐

謹

言

七

月

五

日

酉
刻

右

中

辨

頼

隆

奉

進

上

天

台

座

主

大

信

正

御
嗣房

政
所

追

言

兵

衞

入

道

不
知
實
名
事

任

衆

徒

奏

聞

之

趣

被

仰

遣

關

東

候

隨

其

朕

可

有

左

右

候

此

由゚

同

可

有

御

下

知

候

重

恐

惶

謹

言

專

修

念

佛

事

綸

旨

如

此

不

廻

時

刻

可

令

披

露

于

三

塔

給

者

依

和

徇

御

房

御

氣

色

執

逹

如

件

七

月

五

日

戍
刻

權

大

信

都

執

當

法

印

御

房

・右

の

如

く

一
冊
凶に

延

べ
書

き

に

せ

り
。

さ

て

其

の

山

門

奏

歌

は

貞

應

三

年

五

月

十

七

日

ご

明

記

せ

し

も

其

餘

の

宣

旨

執

逹

状

に

は

年

號

を

缺

く
。

故

に

總

て

が

同

冊

に

書

き

列

ら

ね

セ

る
上

へ

に
、月

次

が

五

月

十

七

日

に

奏

歌
、六

月

二

十

九

日

宣

下
、七

月

五

日

重

ね

て

綸

旨
、こ

い

ふ

順

に
書

い

て

あ

る

か

ら

恰

も

同

一
年

の

出

來

事

の

如

く

一
往

は

見

ゆ

る

も
、果

し

て

此

れ

貞

應

三

年

の

法

難

な

め

や
o

否

や

は

深

き

考

證

を

要

す
o

(41)



置

こ

ろ

が

群

書

類

從

弟

第

三

輯

職

事

輔

任

の

中

の

藤

原

頼

隆

の

條

下

に

よ

わ

て

考

ふ

る

に
、元

仁

元

年

十

月

十

六

日

に

右

少

辨
、嘉

碌

元

年

四

月

從

四

位

下

に

叙

せ

ら

れ

セ

る

の

み

に

て

未

だ

右

中

辨

に

あ

ら

す
。

さ

れ

ば
、終

り

の

七

月

五

日

の

綸

言

は

貞

應

三

年

に

は

非

す

し

て
、後

年

の

も

の

な

り
。

然

る

に

同

職

事

輔

任

百

四

十

九

頁

に

右

中

辨

從

四

位

上

藤

頼

隆

背
五

嘉

碌

二

年

十

二

月

十

六

日

補

ご

あ

り
。

故

に

上

に

示

す

七

月

五

日

の

綸

旨

は

嘉

祿

三

年

以

後

の

も

の

な

る

こ

ご

を

知

る

可

き

な

り
。

而

し

て

前

掲

の

通

り

其

内

容

は

隆

寛

成

覺

空

阿

彌

陀

佛

等

遠

流

の

事

な

れ

ば
、

諸

記

銖

に

徴

し

て

嘉

祿

三

年

の

者

こ

な

す

は

爰

當

に

し

て
、其

の

前

の

六

月

二

十

九

日

宣

下

左

衞

門

權

佐

信

盛

奉

も

同

年

な

る

こ

ご

を

決

定

す

べ

き

な

り
。
(
詳

し

く

は

本

論

に
考

證

す

)

さ

れ

ば

今

囘

發

見

の

山

門

奏

歌

宣

下

等

の

一
冊

は
、貞

應

ご

嘉

祿

の

二

法

難

を

合

せ

書

け

る

も

の

な

り
○

(42)

 

二

本

譌

第

一
毀
,貞

應

の

法

難

勅

修

御

傳

第

四

十

二

に
、

上

人

の

沒

後
、順

徳
院

の

御

宇

建

保
、

後

堀

河

院

の

御

宇

貞

應

嘉

祿
、四

條

院

の

御

宇
、天

輻

延

應
、

㌍

び

た

び

一
向

專

修

停

止

の

勅

を

く

だ

さ

る

、
事

あ

り

し

か

ご

も
、嚴

制

す

る

の

や

す

く
、興

行



ご

ゴ

ま

り

が

た

く

し

て
、遺

弟

の

化

導

都

鄙

に

あ

ま

ね

く
、念

佛

の

こ

ゑ

洋

々

こ

し

て

耳

に

み

て

り
○

こ

て
、建

保

貞

應

嘉

祿

天

輻

延

應

の

法

難

を

列

舉

し

て
、嘉

祿

三

年

大

谷

墳

墓

一
件

の

大

法

難

を

の

み

稍

詳

細

に

傳

ふ

る

も
、他

は

載

せ

す
、義

山

上

人

の

翼

賛

も

亦
、嘉

碌

法

難

を

追

補

し
、天

輻

二

年
(文

暦

元

年
)の

法

難

に

言

及

す

る

も
、貞

應

の

法

難

に

至

り

て

は

釡

く

缺

け

り
。

叉

諸

書

諸

記

録

を

漁

る

も

餘

り

見
・當

ら

す
。

而

し

て

宗

史

學

者

も

こ

れ

を

研

鑽

せ

し

こ

ご

を

聞

か

す
。

貞

應

の

法

難

記

事

こ

し

て
從

來

知

ら

れ

た

る

は
、歴

代

皇

紀

に
、

八

月

五

日

專

修

念

佛

者

禁

制

事

宣

下

頭

右

大

辨

頭

頼

資

奉

行

其

詞

有

衰

老

制

誡

延

喜

符

勾

云

々

ご

見

へ
居

だ

る

の

み

な

り

き
。

然

る

に

今

囘

發

見

せ

し

無

動

寺

寫

記

録
(前

掲

貞

應

三

年

五

月

十

七

日

山

門

奏

状

交
)は
、實

に

こ

の

八

月

五

日

念

佛

者

申

禁

宣

下

の

原

因

に

し

て
、貞

應

法

難

の

前

後

を

得

し

者

ざ

い

ふ

ぺ

し
。

然

し

こ

の

宣

下

あ

り

て

後

に
、誰

彼

の

處

罰

あ

り

た

る

か

は
、記

鋒

に

見

へ
ざ

る

な

り
、け

れ

こ

も

此

等

の

念

佛

停

止

が

凝

つ

て

喜

祿

三

年

の

大

鐵

槌

を

下

し

て

門

徒

の

流

謫

の

素

地

を

な

せ

し

こ

ご

は
、嘉

祿

三

年

六

月

二

十

九

日
、宣

旨

に
、
「
專

修

念

佛

停

廢

宣

下

重

疉

ニ

ホ

之

上
、偸

徇

興

行

之

時
」

こ

い

ひ
、同

七

月

五

日

綸

旨

に
、
「
代

々

之

問

頻

被

降

嚴

旨
」

ご

述

べ
だ

る

(43)



は
、積

怨

を

は

ら

す

爲

に
、隆

寛

成

覺

を

遠

流

せ

し

む

る

樣

に

解

せ

ら

る

な

り
。

茲

に

一
言

し

お

く

ノ

可

き

は
、日

蓮

遺

文

録

の

念

佛

者

追

放

勘

丈

朕

(瓢

翫

杭

牌

蜘

編
)
の

奏

状

篇

に

山

門

奏

默

云

こ

し

て

舉

げ

た

る

丈

は
、年

月

日

を

缺

く

ご

雖

そ

の

内

容

合

致

せ

り
。

グ

さ

れ

こ

も
、其

の

篇

首

に
、取
ソ詮

注
乏

委

在

贋

杢

ご

あ

り

て
、前

掲

無

動

寺

本

に

對

照

せ

ば
,奏

朕

蘭

ご
、㈲

の

大

部

を

あ

げ
、首

尾

を

缺

け

り
、然

る

代

り

に
、

山

門

奏

状

取

詮

如

此
.叉

大

和

莊

法

印

俊

範
、寶

地

房

法

印

宗

源
、同

房

永

奪

竪

者
轍
一鹹
僣
鄰
等

爲

對

治

源

筌

門

徒

各

々

述

仔

細

其

文

在

廣

本
、叉

諸

宗

明

徳

面

々

作

書

破

選

擇

集

對

治

專

修

書

籍

傳

世

矣
。

ご

結

尾

せ

り
。

或

は

廣

本

を

得

ば
、更

に

貞

應

法

難

の

經

緯

を

詳

知

す

る

こ

ご

を

得

ご

思

ひ
、日

蓮
、

宗

に

廣

本

傳

ち

ざ

る

か

を

田

中

巳

之

助

氏

宛

に

紹

介

せ

し

ご

こ

ろ
、同

執

事

よ

り

の

返

書

に
、今

な

ほ

見

當

ら

ざ

る

由

を

報

せ

り
。

然

れ

ば

貞

應

三

年
(元

仁

元

年
)の

法

難

事

實

こ

し

て

は

此

れ

よ

り

更

に

詳

し

き

こ

ご

を

知

る

能

は

す
○

け

れ

こ

も

余

は

こ

丶

に

こ

の

研

究

事

業

の

副

産

物

こ

し

て

宗

史

上

一
事

實

を

突

き

こ

め

だ

り
○

第

二

段

十

六

門

記

の

作

者

從

來

元

租

傳

記

の

信

憑

す

べ

き

も

の

丶
中

に

黒

谷

源

室

上

人

傳

縄

は
叶
駄
門

あ

り
。

安

居

院

沙

(44)



門

釋

聖

覺

記

ご

傳

ふ

る

も
、こ

の

十

六

門

記

の

内

容

年

代

よ

り

推

し

て

全

部

が

聖

覺

記

に
非

ら

ざ

る

こ

ご

は
、望

月

信

享

師

著

淨

土

敏

之

研

究

中
、元

祀

傳

記

に

つ

き

て

の

内

に

論

せ

ら

れ

て
、後

人

の

追

記

せ

し

も

の

か

ご
結

ば

れ

た

り
。

此

れ

實

に

尤

も

の

説

で

あ

る

ご

予

が

贊

成

す

る

所

以

は
、

貞

應

法

難

の

文

書

に

依

て

な

り
。

即

ち

貞

應

五

年

三

月

十

七

日

三

千

大

衆

法

師

等

集

り

て

念

佛

停

止

の

決

議

文

を

奏

上

し
、八

月

五

日

申

禁

宣

下

の

問

に

お

い

て
、聖

覺

は

如

何

に

な

し

居

り

し

か
、

之

を

華

頂

要

略

に

就

て

伺

つ

て

み

る

に
、

元

仁

元

年

牌

自

四

月

十

八

日

於

十

禪

師

寶

前

百

ケ

日

之

問

毎

口

一
部

有

如

法

經

十

種

供

養

是

靈

山

寺

上

人

阿

妙

勸

進

三

塔

衆

徒

毎

年

奉

書

百

部

經

十

ケ

年

可

滿

千

部

云
云

今

日

郎

被

開

日

　へ
　ノ

　

　ヘ

ノ

也

導

師

聖

覺

法

印

後

々
供

養

請

三

塔

能

説

爲

導

師

毎

日
十

種

供
養

信

人

前

座

主

僭

正
坊

興

善

願

令

家

長

等

勤

之

閏

七

月

九

日

百

部

如

法

經

結

願

也

天

童

十

六

人

捧

玉

幡

並

十

種

供

具

奉

傍

行
經

所

司

二
人

爲

引

頭

導

之

始
ー自

大

宮

廻

宮

々

於

十

禪

師

傳

供

途

供

養

導

師

聖

覺

法

印

翌

日
奉

如

法
堂

結

願

之

儀

前

座

主

大

僭

正
沙

汰

也

ご

あ

る
○

こ
れ

に

よ

る

に
貞

應

三

年
(元
仁

元

年
)四

月

十

八

日

よ

り

閏

七

月

九

日

に
至

る
百

ヶ

日

法

要

中
の
導

師

は

聖

覺

法

印

な

り
。

(4.5)



然

れ

ば
、聖

覺

法

印

如

何

に

如

法

に

し

て

法

要

説

法

に

專

心

な

り

ご

は

い

へ
、苟

も

三

千

の

大

衆

集

り

て
、念

佛

停

止

を

決

議

せ

る

こ

ご

を

聞

か

ざ

る

こ

ご

は

無

か

ら

ん
。

若

し

果

し

て

然

ら

ば
、法

印

が

上

人

の

傳

を

修

む

る

時

に

此

を

洩

す

こ

ご

非

ざ

ら

ん
。

十

六

門

記

の

年

代

錯

誤

ご

合

せ

て
、

余

も

亦

十

六

門

記

作

者

が

聖

覺

法

印

に
非

す

ご

疑

ふ

者

な

り
。

其

れ

に

し

て

も
、聖

覺

法

印

が
、念

佛

停

止

の

決

議

を

聞

知

し

つ

丶
、身

は

當

時

和

當

に

認

め

ら

れ

た

る

地

位

に

あ

り

乍

ら
、
こ

れ

が

緩

和

策

を

講

せ

ざ

り

し

理

由

を

解

せ

ぬ

の

で

あ

る

が
、余

は

叉

こ

れ

に

つ

き

て

左

の

如

く

考

へ
た

り
Q

先

づ

聖

覺

法

印

は
、元

砠

の

念

佛

に

は

心

服

し
、自

身

も

亦

念

佛

の

信

仰

有

り

だ

る

に

せ

よ
、法

印

は

天

台

に

あ

り

て

説

法

を

能

く

し
、各

宗

に

聘

せ

ら

れ

て

隨

機

説

法

を

爲

せ

し

所

謂

る
八

方

美

人

に

非

ざ

り

し

か
。

果

し

て

然

り

こ

せ

ぱ
、天

台

に

在

り

し

師

は

念

佛

停

止

の

議

喧

囂

な

り

し

か

ご

そ

こ

よ

ろ

し

き

や

う

に
處

置

さ

れ

し

も

の

な

ら

む

か
。

或

は

叉
、元

祀

滅

後

の

法

印

は

淨

土

教

徒

の

喧

ま

し

く

い

ふ

程

淨

土

家

に

熱

心

な

ら

ざ

り

し

や

も

計

ら

れ

す
。

況

ん

や

衆

議

決

せ

る

も

の

到

底

一
人

雫

人

の

説

の

容

れ

ら

る

べ
く

餘

り

に

強

固

な

b

し

な

ら

む
。

他

面

叉
、恁

う

し

た

想

像
・

も

可

能

な

る

ぺ
し
。

即

ち

前

揚

の

如

く

山

門

奏

朕

に

言

ふ

所

は
、多

く

正

流

に

取

ら

ざ

る

破

戒

無

殘

な

る

徒

輩

の

致

す

ご

こ

ろ

に

し

て
、彼

等

が

追

捕

は

玉

石

の

差

別

を

致

さ

れ

る

こ

ご

を

夢

み

ら

れ

た

る

か
。

け

れ

こ

も

叉
、其

昔

大

師

御

在

世

に

弟

子

の

連

累

に

座

せ

ら

れ

給

ひ

し

憂

き

目

さ

へ

(・16》



あ

り

た

る

を

見

た

る

聖

覺

が
、茲

に

思

ひ

到

ら

ざ

る

事

は

な

か

ら

ん
。

然

れ

ば

此

問

題

は
、張

い

て

念

佛

停

止

を

好

ま

ざ

り

し

も

時

勢

止

む

な

く
、自

身

内

に

念

佛

を

修

し

な

が

ら
、隨

宜

の

行

動

ご

説

法

ご

を

な

せ

し

師

な

わ

し

な

ら

む

ご

論

す

る

が

庶

か

る

べ
し
。

兎

に

角

十

六

門

記

は

少

く

ご

も

改

補

さ

れ

た

る

も

の

に

し

て

悉

く

以

て

聖

覺

の

筆

に

成

る

も

の

こ

は

信

す

る

能

は

ざ

る

な

り
。

第

三

段

嘉

碌

三

年

法

難

史

料

滅

後

の

法

難

度

々

に

陟

る

も
、大

谷

墳

墓

發

掘

に

迄

及

び

た

る

こ

ご

は
、建

永

二

年

の

御

流

罪

ご

合

せ

て

元

祀

の

二

大

法

難

ご

い

ふ

ぺ
し
。

大

師

を

し

て

云

は

し

む

れ

ば
、或

は

よ

り

多

く

の

人

々

に

結

縁

せ

し

む

る

こ

ご

を

得

る

こ

ご

の

好

機

よ

ご
、怨

に

報

ひ

る

慈

悲

の

言

を

聞

か

ん

も
、其

は

大

師

の

圓

滿

な

る

人

格

の

流

霧

に

し

て
、史

的

現

象

こ

し

て

は

法

難

に

相

逹

は

な

き

な

り
。

吏

料

綱

文

安

貞

元

年

(嘉
祿
三
奪
)
六

月

二

十

四

日

の

條

に
、

比

叡

山

僭

徒

法

然

房

源

室

ノ
墳

墓

ヲ

毀

ッ

其

徒

遺

骨

ヲ

擁

シ

テ

嵯

峨

二
遁

川
。

明

月

記

補

遣
、

百

錬

抄
、高

祕

遺

文

録
、源

室

上

人

傳
、大

谷

本

願

寺

逋

記
、淨

土

宗

三

祀

言

行

録
、伽

藍

開

基

記
、山

城

名

勝

志
、天

龍

寺

供

養
、山

門

喫

訴

一
件
、總

本

山

知

恩

舊

記

採

録

(註
更

料

綱

文

騒

鑛

驚

國

は

前

後

の
事

實

を

も

纏

め

て
書

け

る
も

の

に

て
隧

て
出

典

も

前

後

の

者

を

博

引

す
、何

か

の

參

考

に

も

ご

存

じ

敢

て

書

す

)
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⊥
ハ
月

二

十

八

日

御

遺

骸

を

廣

隆

寺

來

迎

房

に

移

し

奉

る
(勅

傳
)

六

月

二

十

九

日

專

修

念

佛

事

停

廢

宣

下

左

衞

門

權

佐

信

盛

高

祗

遺

文

録
。

無

動

寺

寫

本
(追

膏
ロ
ヲ

添

フ
)

同

日

右

執

逹

權

大

僭

都

執

當

法

印

御

房

七

月

五

日

酉
刻

專

修

念

佛

行

者

遠

流

綸

旨

右

中

辨

頼

隆

奉
(無

動

寺

寫

本

天

台

座

主

記

史

料

綱

文

百

錬

抄
)

』
同

日

戊
刻

右

執
野
山達

描催
大

紛
旧
都

執

轡
田
輔法
印
Ψ
御

臣
脚

鉦
州
動

土寸
宣
別
+伶

前

二

類

の

宣

下

各

々

年

號

を

缺
監け

り
、後

者

七

月

五

日

は

頼

隆

の

輔

任

よ

り
、嘉

祿

三

年

ご

判

定

せ

し

も
、前

者

信

盛

は

貞

應

二

年

正

月

六

日

に

散

位

正

五

位

下

輔
、同

二

十

七

日

宮

内

少

輔

に
、寛

喜

三

年

三

月

五

日

に

右

小

辨

に

任

せ

ら

れ

藏

人

を

去

る
、叉

嘉

頑

四

年

四

月

十

八

日

内

藏

頭

正

四

位

下

輔

去

右

大

辨
、暦

仁

二

年

正

月

二

十

四

日

任

參

木
、ご

判

る

の

み

に

て

左

衞

門

權

佐

任

時

を

缺

き

た

れ

ば
、年

月

を

割

定

し

難

き

が

如

き

も
、そ

の

文

面

よ

り

見

る

に
、停

廢

宣

下

重

疊

こ

い

ひ
、任

先

符

こ

い

ふ

に

至

b

て

は
、建

保

貞

應

以

後

の

こ

ご

な

る

べ
く
、徇
、其

追

言

に
、不

知

實

名

兵

衞

入

道

事

を

不

日

關

東

に

尋

仰

ら

る

丶
由

云

々

は
、後

者

の

頼

隆

奉

宣

追

言

ご

相

前

後

し
、連

絡

せ

る

こ

ご

を

思

ひ
、其

の

入

道

(48)



の

こ

ざ

を
.關

東

に

交

渉

す

る

ご

云

ふ

は

暮

府

に

關

係

あ

る

人
.
に

相

違

な

し
。

然

る

に

勅

傳

卷

四

十

二

に
、

「
六

月

二

十

二

日

山

門

よ

り

所

司

專

當

を

さ

し

つ

か

は

し

て
、廟

堂

を

破

却

せ

ん

こ

す
。

こ

丶

に

六

波

羅

の

修

理

亮

卒

時

氏

禁

制

の

た

め

に

使

者

を

さ

し

つ

か

は

す
。

頓

宮

の

内

藤

五

郎

兵
町衛

尉

盛

政

法

師

西

錦
、子

息

一
人

相

具

し

て

ま

か

り

む

か

ふ
○

た

こ

ひ

勅

許

あ

り

ご
、
い

ふ

ご

も
、武

家

に

め

ひ

ふ

れ

ら

る

べ
し
o

左

右

な

く

媒

籍

を

い

た

す

こ

ζ

甚
甘

由

也
。

須

く

苛

法

の

惡

行

を

止

め

て
、穩

便

の

沙

汰

を

い

た

す

べ
し
」

ζ

あ

る

事

實

ζ

合

致

せ

り
、故

に

前

後

兩

者

共

に

蕩

蘇

三

年

な

る

1-
　̂J
を

裏

書

せ

ら

る

丶

譯

な

り
。

ク

ノ

チ

七
・月

六

日

右

辨

官

下

應
、早

取
昌進

價

隆

寛

幸

西

室

阿

彌

陀

佛

度

縁
一事

左

大

更

小

槻

宿

禰

判

左

小

辨
藤

原

朝

臣

判

高

組

遺

文

録

《
郵

日
蟹
ヲ
缺

ク
)

木

政
り官

符

乖

畿

内

諸

國

司

應

宜

停

廢

專

修

愈

佛

興

行

修

理

右

官

城

使

正

四

位

下

行

右

中

辨

藤

原

朝

臣

修

理

東

大

寺

長

官

軍

五

位

下

左

大

臭

兼

備

前

權

介

小

槻

宿

禰

(同

録
)

七
、お

十

一
蹟

山

門

儒

徒

専

修

念

佛

僭

追

放

ヲ
歟

訴

ス,

萌

月
記
)

七

月

十

三

員

專

修
、翕

佛

興

行

之

輩

可

停

止

宣

下

右

中

辨

頼

隆

天

台

座

主

大

信

正
御

房

政

(49)



所

(高

租

遺

文

録
)

(月

日

ヲ
缺

ク
)

隆

寛

對

馬

二
改

ム
宣

下

右

中

辨

頼

隆

鋼

中

納

言
.律

師

御

房

(高

祀

遺

文

銀
)

九

月

二

十

三

日

隆

寛

配

所

陸

奧

ヲ
改

メ
謁

馬

二

參

議

判

修

理

權

亮

殿

(同
)

十

月

ナ

五

日

山

門

信

徒

専

修

念

佛

僭

ヲ
追

放

シ
選

擇

集

滅

版

ノ
事

ヲ
奏

請

ス

史

料

綱

文

所

引

皇

帝

紀

抄

高

祀

遺

文

録

本

國

寺

年

譜

同

十

五

日

瀾

東

ヨ
リ

宣

旨
.御

返

事

武

藏

守

判

相

摸

守

判

掃

部

助

殿

修

理
.亮

殿

十

月

二
十

日

成

覺

讚

岐

大

手

島

ヲ
輕

廻

實

否
相

尋

參

議

範

輔

剃

修

理

權

亮

殿

ノ

セ

テ

ニ

ヒ

ヒ

ニ

同

日

専

修

念

佛

事

仰

京

畿

七

道

永

可
ゾ被
停

止
乏

由

先

日
被
・宣

下

候

畢

而
諸

國

徇

有
二其

聞

云

々

參

議

剿

武

藏

守

殿

か
く

の
・如

く

再

三

再

四

の

法

難

あ

り

て

途

に
翌

安

貞

二
年

正

月

二
十

五

日

粟

生

野

に
於

て
荼

毘

に
付

せ

り
、今

の
光

明

寺

は

其

遺

跡

な

り
。

さ

れ

ご

現

存

の
所

謂

法

然

上

人

石

棺

に

つ
き

て

は
學

者

の
説

あ

ゆ
。

第

四

段

其

飴

の

法
難

記

録

嘉

祿
(安

貞
)の

法

難

は

實

に
痛

棒

な

り

ご

は

い

へ
、勅

傳

翼

讚

に
よ

れ

ば
御

入
滅

翌

年

建

保

元

年

明

(50)



惠

上

人

摧

邪

輪

を

造

り
,
及

び

勅

を

蒙

り

て

莊

嚴

記

を

作

る

難
記
謙

こ

い

へ
る

は

叡

慮

を

以

て

此

宗

の

所

立

を

破

せ

し

め

終

に

停

止

の

沙

汰

に

及

ぺ

る

な

ら

ん
、ご

建

保

の

法

難

を

註

せ

ら

る

、
も
、徇

淨

土

宗

全

書

二

十

卷

淨

土

宗

史

に

大

島

泰

信

師

は

大

日

本

史

料

に

よ

り

建

保

五

年

三

月

十

八

日

の

迫

害

あ

り

し

こ

ご

を

示

さ

る
、更

に

高

粗

遺

文

録

に

よ

る

に

左

の

如

し
Q

建

保

七

年

後

二

月

四

日

被
〆下
嵯

蛾
院

宣

清

凉

寺

邊

止

住

破

戒

不

善

専

修

念

佛

禁

止

按

察

使

判

治

部

卿

律

師

御

房

同

日

請

文

權

律

師

良

曉

ノ

ニ

セ

ノ

ナ

同

八

日

左

辨

官

下

綱

所

應
下下
二知

諸

寺

執

務

人
一令
ゾ糾
申斷

専

修

念

佛

輩
'事

太

史

小

槻

宿

禰

鋼

同

二

十

二

月

行

之

右

請

文

綱

所

さ

れ

ば

建

保

年

間

に

は

前

後

三

囘

の

念

佛

停

止

あ

り

し

ご

見

る

べ
し
。

而

し

て
、貞

應

嘉

祿

の

法

辨

を

越

ゐ

て

滅

後

二

十

二

年
、寡

祿

三

年

よ

り

七

年

即

天

藤

二

年
(文

暦

元

年
)歡

雅

な

る

も

の

あ

り
、彼

は

花

山

院

家

經

の

子

侍

從

を

罷

め

て

後

出

家

し

て

彌

阿

彌

陀

佛
二

に

身

阿

彌

陀

二

作
)こ

い

ひ
、叉

念

佛

上

人

ご

號

す
。

盛

に

男

女

を

教

化
℃

房

蕩

風

を

な

す
。

六

月

三

十

日

(
百

錬

樣

に

は

七

月

二

日

に

作

る
)

朝

廷

歡

雅

を

遠

流

に

し

同

行

餘

黨

を

し

て

其

(.51)



行

を

帝

土

の

中

に

停

廢

し

悉

ー

洛

陽

之

外

紅

諠

却

せ

し

む
、担

し

或

爲
昂貞

行
一或

爲

化

他
一於

至

心

専

ノ

ニ

念

洳

法

修

行

之

輩
一岩

不
へ在
二制

限
一

藤

源

中

納

言

權

辨

奉
(高

租

遺

交

鎌

所

載
)。

ざ

あ

b
。

然

し

明

凋

記

丈

暦

元

年

七

月

十

H

T

未

の

條

に

彌

阿

彌

陀

佛

嫐

灘

聞

梳

罪

宙
忽

穩

居

云

曇

蔑

卒

事

歟
、是

叉

傾

城

等

之

所

爲

歟
、

ご

翻

邇

せ

b
。

吾

妻

鏡

に

ま

れ

慰
、其

翌

年

師

嘉

頑

元

年

七

月

二

十

四

日

乙

酉

稱
二念

佛

著

着
二黒

衣

之

輩

近

年

充
滿

都

鄙
ハ

横
昌行

所

邦
ハ

宣

旨

雖
丶及
二度

夕

未
/被
員對

治
¶

重

可
ソ被
畠宣

下

之

由
、

可
ノ被
ソ申
二京

都

云

々

ざ

あ

り
o

其

後

五

年

し

て

延

應

二

年

に

は
、出

門

三

千

衆

徒

叉

々

會

議

し

て
、可

早

禁

斷

一
向

専

修

悪

行

事

チ

ヒ

の

事

書

の

も

こ

に

專

修

念

佛

停

禁

を

述

べ

て

最

後

に
、縱

雖
片

時

不
ソ可
レ令
レ寄
蓿

彼

山

類

縱

雖

ニ

ニ

ル

コ

言

不

可

聽
二受

其

邪

説
『

若
、叉

輯

門

所

部

之

内

有

專

修

興

行

之

輩

者

永

・翼

重

科

勿
ノ有
二寛

宥

ご

議

し

て

画

門

各

寺

に

配

布

せ

し

な

り
。

爾

同

年

五

月

十

四

日

に

は
、祗

園

執

行

に

仰

付

け

た

る

イ

ヌ

ジ

ニ
ン

肉

門

下

知

歌

あ

℃
、其

夊

申
、京

都

猛

返

の

専

修

念

佛

の

類

ひ
、在

家

稱

名

之

所

へ
は

犬

棘

人

を

遣

は

し

て

停

止

せ

し

む

ぺ
し

ご

て
、公

文

句

當

審

賢

の

名

を

以

て

祗

園

執

行

法

眼

御

房

宛

に

迭

れ

り
○

徇
、犬

榊

入

を

し

て

責

め

し

む

べ
き

著

の

實

名

を

示

し

て
、唯

佛
、智

願
.定

眞
、圓

眞
、正

阿

彌

陀

佛

.名

阿

(52)



彌

陀

佛
,善

慧
、道

辨
藍
ハ
如

堂

は

狼

籍

之

張

本

な

り
、叉
、唐

橋

油

小

路
、並

八

條

大

御

堂
、六

波

羅

總

門

の

向

ひ

堂

は

當

時

興

行

之

所

な

り

ご

一
々

舉

示

せ

b
o

か

く

の

如

く

百

法

念

佛

獰

止

に

手

を

毳

せ

し

も
、正

流

異

流

の

念

佛

は

袤

退

す

べ
く

も

な

く
、盆

々

隆

盛

に

な

れ

う
。

さ

れ

ば
、此

の

後

十

九

年

を

經

た

る

正

蕪

二

年

二

月

十

日

に

は
、自

嘉

祿

元

年

至
二仁

治
回御

成

敗

之

事

右

自

今

以

後

に

於

て

は

三

代

の

將

軍

並

二

位

家

御

成

敗

に

準

じ

て

御

沙

汰

を

改

む

る

に

及

ぱ

す
、即

ち

念

佛

停

廢

を

續

行

す

、べ

し

ご

詐

定

さ

れ

た

る

も

の

な

り
。

以

上

滅

後

法

難

こ

し

て
、建

保
、貞

應
、慕

碌
委

貞
)天

輻
(文

暦
)慕

頑
、延

應
、正

嘉

に

渡

り

即

ち

滅

後

の

璽

年

よ

り

四

十

六

年

澗

に

お

け

る

記

録

を

集

め

た

り
。

徇

此

の

聞

に

南

都

よ

り

の

停

止

奏

請

も

あ

り

し

か

ご
、今

は

其

奏

丈

の

み

殘

り

傳

れ

ご

年

時

を

知

ら

す
、而

し

て

爾

後

日

蓮

宗

よ

り

傍

難

を

う

け

し

こ

ご

は
、今

は

此

を

省

き

た

り
〇

三

結

上

來

邇

べ
來

れ

る

法

難

は
、別

に

念

佛

"
宗

を

立

て

隆

盛

こ

な

る

に

對

す

る

怨

み

が

其

の

主

に

し

て
、弛

面
、罪

人

を

も

同

じ

く

彌

陀

の

慈

光

に

浴

せ

し

め

ん

こ

力

説

せ

し

點

に

對

す

る
、自

他

の

誤

解

よ

り

來

れ

る

も

の

な

弼

ざ

す
○

立

宗

に

對

し

て

の

法

難
、即

選

擇

本

願

念

佛

集

を

標

榜

す

る

に

對

す

る

法

難

は
、我

等

元

粗

門

流

(53)



の

止

む

な

く

受

く

る
處

な

れ

こ

も
、此

に

附

隨

せ

る

罪

惡

宗

敏

更

に

い

へ
ば
、破

戒

無

戒

な

る

故

に

停

廢

せ

ん

こ

の

理

由

の

下

に
、行

は

れ

た

る

法

難

こ

い

ふ

は
、元

祀

の

眞

意

を

知

ら

ざ

る

即

ち

法

然

主

義

に

違

背

せ

る

者

に

對

し

て

行

へ
る

者

な

り
。

・

さ

れ

ば
、正

し

く

い

へ
ば
、我

等

に

は

法

難

こ

い

ふ

べ
き

も

の

は

あ

ら

す

し

て

淘

汰

ご

い

ふ

べ
き

が

寧

ろ

妥

當

な

り

こ

す

Q

然

れ

こ

も

往

々

其

れ

ら

の

徒

が

門

流

を

元

租

に

求

め

け

れ

ば
、其

の

罪

が

本

源

に

溯

り

し

こ

ご

は
、世

間

に

あ

り

得

る

事

な

り
。

此

ご

共

に
、活

氣

あ

る

新

宗

汳

の

勃

興

に

對

す

る

反

威

が

動

機

な

る

時

は
、嘉

祿

の

法

難

の

如

き

大

事

に

も

至

る

な

り
o

而

し

て

從

來

念

佛

者

追

放

こ

し

て

最

も

多

く

集

め

だ

る

は
、日

漣

鼕

人
(高

祀
)遺

文

録

な

り

し

も

此

は

誰

人

も

認

む

る

逋

り
、繼

合

せ

た

る

者

な

れ

ば
、年

月

不

順

な

り
。

加

ふ

る

に

現

存

せ

る

も

の

は

略

本

な

れ

ば
、廣

本

の

見

當

ら

ざ
,る

限

り
、前

掲

の

無

動

寺

寫

本

は
、貞

應

嘉

祿

年

間

の

記

録

を

補

ひ

得

る

唯

一
の

史

料

な

り
○

上

來

の

所

論

素

よ

り

杜

撰
、誤

謬

亦

少

か

ら

ざ

る

べ
し
。

然

も

敢

て

公

表

す

る

所

以

の

も

の

他

に

非

ざ

る

也
。

單

一
に

江

湖

先

輩

の

叱

正

を

仰

ぎ
、後

日

補

遺

し

て

完

璧

を

期

せ

む

が

爲

め

の

み
。

敢

て

請

ふ
、大

方

の

諸

彦
、幸

ひ

に

示

誨

の

勞

を

賜

ら

ん

こ

ご

を
。

(
一
〇
、
六
、
至

)
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